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川村通商株式会社　鍛治　雅信
かわのはなし ２．原皮

鞣しにより革に変えることのできる皮を原
皮と呼びます。

この原皮になることができる物は、脊椎動
物の皮だけです。

簡単に言えば背骨を持った動物の皮の事で
す。牛や馬や犬や猫などの哺乳類、ダチョウ
やニワトリなどの鳥類、ヘビやトカゲなどの
爬虫類、カエルなどの両生類、シャケやサメ
などの魚類です。背骨を持たないイカやタコ
やホヤの皮は原皮とはなり得ません。

  原料皮

　　　　脊椎動物

－ 哺乳類 （牛、馬、羊、山羊、豚、鹿　等）

－ 鳥類 （ダチョウ　等）

－ 爬虫類 （ワニ、トカゲ、ヘビ、カメ　等）

－ 両生類 （カエル　等）

－ 魚類 （サメ、エイ、鮭、ウナギ　等）

しかし、実際に原皮として使用されている
のは、牛、馬、豚、羊、山羊などの家畜の皮
やダチョウやワニなどの皮です。

よくニワトリの皮を鞣せないかとの質問を
受けますが、鞣すことは出来ますが、商品に
するような物を作るのは難しいです。理由は
コラーゲン線維の絡みと脂です。

ニワトリは食用に適する様に品種改良を重
ねて現在の姿になっています。つまり、コラー
ゲン線維が十分に絡み、硬い皮となっていて
は皮ごとの食用には適しません。

又、脂を皮下に十分貯めて食味を増すよう
にしています。

一度、人工授精の精子採取用に飼育してい
た、かなりの長老のオスのニワトリの皮を鞣

してみたことがあります。
皮は一見、充分コラーゲン線維が絡んでい

るようでしたが、脱脂を行い鞣すと薄くて強
度のない革しか出来ませんでした。

鳥類の場合、革にするにはオーストリッチ
等の様に、ある程度の厚度の有る皮を原料に
しないと難しいので、あまり一般的ではあり
ません。又、革にした時の形も重要な要素と
なります。

基本的に革を加工する時は、平面にして裁
断します。鳥類の場合は、羽の部分は薄くて
加工できないので除去します。

そして胴の部分だけを使用すると、非常に
不均一な形の革となります。

両生類のカエルの皮も、ウシガエル程度の
大きさがあれば加工可能ですが、近くの池に
いる様な小さなカエルでは加工は困難です。

前述のオーストリッチも、カエルも、爬虫
類の皮も、その皮の表面模様が面白いので鞣
して革として使用しますが、実用的な革製品
となると、形や大きさ、厚さ等の要素に加え
て、安定供給できる原料であることが必要で
す。

幸い我々は食用として家畜を飼育し、定期
的にと畜して食肉を得ているので、その皮も
一定量確保できます。

中でも牛の皮は面積も大きく、厚さもある
ので広く革として利用されています。

前回、原皮の呼び方が英語ではhideとskin
に分かれる話を書きましたが、これは牛の分
類で言う中牛あたりで分かれます。中牛ぐら
いまでの大きさの原皮をskinと呼び、それよ
り大きな物はhideと呼びます。つまり、豚や



西大佐の乗馬靴は、ご遺族の寄託を受
け、秩父宮記念スポーツ博物館が、常設展
示している貴重展示物である。安易にお預
りすることもできないので、こちらから博
物館にお伺いして、お手入れ作業をするの
が一番、と決まった。双方に都合の良い日
を選び、平成19年（2007）７月８日という
ことになった。
西大佐の乗馬靴は、つくられてせいぜい
70年くらいしか経っていないので、甲革の
表面を清潔にすることを主眼にすれば良い
と考え、染料までは用意しないで行くこと
にした。お手入れには、黒の靴クリームで
充分と判断したのである。
以下の記述は、「栄光の金メダリスト西
竹一とオリンピック馬術」（公益財団法人
馬事文化財団刊行）を参考にさせていただ
きました。
「昭和７年（1932）８月14日、第10回・

ロサンゼルス・オリンピックの大会最終
日、天気は快晴だった。メインスタジアム
は10万の観衆で埋まり、大会最高の栄誉、
グランプリ障害飛越競技が始まった。観衆
のほとんどが、アメリカのチェンバレン少
佐の優勝を予想する中、日本の西竹一中尉
（当時）が登場した。
第１第２障害を無事飛越し、難関の第８
障害のバンケットも楽に突破し、第10障害
でユーカリの枝を積み重ねた横木に驚き愛
馬ウラヌスは左へ切るようにして止まって
しまったが、西は素早く反転させて再び障
害に挑み、今度は思い切り高く飛越して、
残りの障害もすべて無過失でゴールした。

10万の大観衆はこの水際立った妙技に魅了
され、万雷の拍手が湧き起った。
オリンピック・スタジアムのメインポー
ルに日の丸が揚がり、大観衆は拍手をもっ
てバロン（男爵）西の優勝を讃えた・・・。」
「南方の戦火が激しくなってきた昭和19

年（1944）、彼は戦車第26連隊長として硫
黄島に転任することになった。ここが最
後の地となることを予期していた彼は、赴
任に際してオリンピック当時の乗馬靴、拍
車、鞭

むち

と愛馬ウラヌスのたてがみを身につ
けて、海を渡ったという。昭和20年（1945）
３月21日、馬を愛し、馬術に生涯をかけた
金メダリスト西竹一は、太平洋戦争最大の
激戦地といわれたこの島で、最後は軍人と
して職務を全うし、帰らぬ人となった。」

硫黄島指揮官　栗林忠道　辞世の一首
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皮革産業資料館			副館長　稲　川　　　實

西　竹一とウラヌス

山羊、羊などの原皮はskinで、馬やゾウ、
カバなどはhideです。
ここでは我々の使用している革製品の大
半の原料となっている牛の原皮の話をしま
す。
牛原皮が多く使用されるようになったの
は、大昔からではなく革の歴史の中でも近
代になってからです。それまで原皮として
利用していたのは、家畜として多く飼われ
ていた羊や山羊が多く、荷役用や採乳用に
飼われていた牛をと畜する事はあまり無
かったためです。
貴重な労働力である牛を食べるのは、事
故や老衰でその役目を果たさなくなった場
合だけでした。その労働力としての牛の使
命も、産業革命により機械にその地位を奪
われました。労働力から食用にその役目が
変わったのです。そうすると一定の数量が
定期的に確保できるようになります。
当時から現在でも同じですが、革として
の使用の一番多いのが靴用です。
靴用として種々の革が使用されますが、
一番痛み易いのが靴底です。常に地面に擦
られている靴底はすぐに磨り減って穴が開
きます。そこで厚くて強度のある革、即ち
牛革を靴底に用いる必用があったのです。
牛革を靴底に使用するようになってか
ら、牛革の製造が飛躍的に増加し、皮革製
造技術も大きく発展しました。
ヨーロッパでは特に厚さのある背中から
尻の部分と、しわが多く比較的薄い肩の部
分と、柔らかく薄い腹の部分を原皮の段階
で切り分けて鞣す方法が取られました。
これは現在でもバット、ショルダー、ベリー
と呼び分けられ、別々に鞣されています。
中でもバットと呼ばれる尻を中心とした
厚い部位は、靴底用以外にも馬具の鞍など
厚く強度を求められる部位で使用されてい
ます。
仏教伝来以降、殺生禁止により肉食の習
慣から離れていた日本も、明治の文明開化

以降は牛肉文化が広まり、国内で地
じな ま

生と呼
ばれる牛原皮が入手できるようになりまし
た。
この原皮ですが、と畜後に剥

はく ひ

皮した後の
処理を［原皮の仕立て］と呼び、頭、足
先、尾等の革として使用しない部分を切り
取り、防腐のために塩漬けにします。
この塩漬け方法も国に依り異なります。
日本やヨーロッパでは振り塩と言って、
皮の肉面に塩を振りかけ、肉面を内側にし
て畳んで国内では輸送します。
一方、輸出する場合は再度塩を振り、毛を
内側にして畳み輸送します。これは輸送中に
皮の表面が傷まないようにするためです。
アメリカ等では原皮処理の絶対量が多い
ので、一度に多量の原皮処理のできる塩水
法と言って、食塩の飽和溶液の中に皮を漬
ける処理法が取られています。
食塩の浸透圧により皮中の水分が減った
原皮は冷蔵又は冷暗所貯蔵により保存され
ます。食塩で処理することで、鞣しのため
の水戻し工程での原皮の生皮への戻りが良
くなります。
牛革の価格の65%以上もの割合を占める
のが、原皮の価格です。
この原皮の価格もアメリカ国内ではUS
セント/ポンドですが、輸出では品種別、
重量別に分類後、 USドル/枚となります。
EUでは品種別、重量別に分類後、ユーロ/
㎏です。日本では品種別に分類後、円/枚
です。
原皮を買うタンナーでは冬に沢山の毛を
生やし、脂肪もたっぷり付けた原皮より、夏
場の牛の原皮の方が加工もし易いので好ま
れます。しかも輸入原皮は重量別に価格が
決まるので、革には不要の毛や脂を多量に
付けた冬原皮は割高となり好まれません。
しかし、原皮価格は相場制なので種々の
要素で変動します。需給のバランスや為替
相場など多くの変動要素を抱えているのが
現状です。




